
地域おこし協力隊活動報告
永野 龍典（R4.2~3月）

【MISSION】
民間13年、NPO６年、大学7年のバックグラウンドを活かしながら、
勝山高校における地域と共創する探究授業づくり

【探究学習の定義】
教科学習だけでは習得できない思考・態度を実社会の一員として体感することで、
教科の学習力も強化する視座・視野を育てる教育



関係者間のベクトル合わせ
【学校内】
 授業：授業内で生徒との対話
 会議：定例会議等で教員との対話

【学校外】
 市内外２４社と連携体制を構築中
（協力企業を訪問し、探究の位置づけを伝える）

［協力企業］福井銀行勝山支店／勝山市観光まちづくり（株）／セーレン株式会社 
勝山工場／株式会社ラコーム／大北久保建設株式会社／（有）丸山工務店／(有)多田
製紐／（有）北八建設／松文産業株式会社／田村登記事務所／東急リゾーツ＆ステ
イ株式会社／（株）フクタカ／（株）ニットク／(有)安田商店／協同組合勝山サンプ
ラザ／（有）厨ぼうず／ケイテー株式会社／椿坂電気㈱／越前信用金庫／福井勝山
総合病院／坪内建設／北陸電力㈱福井支店／㈱福邦銀行／㈱K2アドバンスト

WG会議



Agenda

ベクトルあわせ

探究の視点

探究・課題解決アプローチ

事業・職業・活動等を捉える視点

まとめ 

中学校との連携
中部中学校にて教員向け勉強会を実施
北部中/南部中にもオンライン中継
• 探究の視点として、教師のあり方や課題発見以前に
魅力に注目することやWW型アプローチの意義を感じた
他、マーケティング視点にも高い興味を示していた。

勉強会



カリキュラム作成
R4年度の探究特進科のカリキュラムを担当教員と共に整備中
探究の基礎力につながる教育コンテンツ案を作成

コンテンツ例

探究学習のアプローチ

探究・研究プロセス

論理的に思考する

データ・客観・フレームワーク

発表の技術

時期・目的 コマ 内容案

4-5月 1探究の学習スタイルについて理解（座学）・・正解はない、教員は伴走者、批判的視点、探究サイクルWW、逆三角形
探究サイクルの施行 2伝える技術．ロジカルシンキング、ワーク
・遠足をテーマとして探究サイクルを1回体感 3　　　　バッファ
・遠足後に自らの探究サイクルを振り返る 4行き先＆魅力の発見・紹介のための情報収集

5課題発見・仮説、魅力の時間的変化を捉える
6課題の解決案の検討、現実味を討議（解決策実行の代替）
7消費者心理理解--STP,4Pの視点で捉え、仮設を立て現場で検証する
8遠足（現地）調査計画
9現地

10｜
11｜
12｜
13｜
14｜
15｜
16現地調査結果のとりまとめ
17｜
18現地調査結果の発表資料作成
19発表（グループ）
20｜
21｜

6-7月 1探究のお作法（紙で考える、アウトプットする、データを鵜呑みにしない、全体フローと現在地、構造で考える）
自己を知る 2身の回りの魅力発見・情報収集
・身の回りに有る魅力探索、興味関心の発見 3情報整理・表現
・発表会、他者理解、自己の興味関心の幅を広げる 4魅力発表、他者理解　（グループワーク）
・探究サイクルを支える手法について理論・実践で学ぶ 5発表の振り返り、自己評価、他者からの学び

6自己理解（エゴグラム）
7自己理解（SWOT分析）
8 10年後を想像する、SDGsについて学ぶ
9 SDGsと自己のつながりを考える

10事例、実践者を調べる
11｜
12｜

ラウンドテーブル１ 13 1学期の学びを振り返る、意見交換（自己評価、他者評価）
・1学期の学びを報告、意見交換 14｜
・1学期の振り返り、2学期に向けた見通し 15｜

16｜
17マナー研修
18夏休み中の課題と、2学期に向けた見通し

8月
・情報収集・リレー講座 テーマ探し　企業見学ツアー？　大学講座参加？

9月 1テーマ検討　※魅力発見（内発的な動機によるもの）
個人探究1 2｜
・課題設定、進行 3テーマ掘り下げ

4探究の方針・計画としてをまとめる
5｜
6｜

・中間発表 7テーマ発表（3分程度）　テーマの明確化・鋭角化を指導
8｜

テーマ

研究・探究・社会の
基本作法

探究サイクルのイメー
ジを掴む

年間105コマ/5250時間の計画

多様なインプットコンテンツの作成



その他

• 現中学2年生向け学校説明会資料再構築

• 小論文添削サポート（現3年生）

• 校外発表会参加生徒への集中サポート（対面会合中止のため、発表資料のサポートまで）

• 探究特進科入学前キャンプコンテンツ作成

入学前キャンプ発表資料学校説明



次年度以降

　探究授業の実施・伴走

　地域連携のコンテンツ整備

　教員へのノウハウ移管（R5以降）


